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今後の方向性 ・地域及び高等教育機関がつながる取組を促進していく。

事
業
実
績
･
成
果

事 業 実 績 事 業 の 成 果 評 価

・地域と高等教育機関のお互いのニーズをつなぐ「長野
地域振興局地域づくり推進コーディネーター」を長野県立
大学ソーシャルイノベーション創出センターの瀧内氏に委
嘱。
・瀧内氏をコーディネーター役に、県立長野図書館やシ
ソーラス株式会社を会場に、大学生や町村の若手職員、
県の現地機関の若手職員が協働して、長野地域の地域
課題の解決策を検討し、局長に対しプレゼンを実施し
た。
・小川村が地域として抱える課題を、高等教育機関との
連携による解決の可能性を、地域住民とともに検討し
た。

・コーディネーターの委嘱を通じて、地域と
高等教育機関が一緒に取り組むきっかけや
機会を提供することができた。

合　　　　　　計 132,263

「地域課題の解決策を検討
する場」設営事業

長野地域の課題解決に向け
た検討

23,100

備考

報償費

学生謝金等

高等教育機関と地域のコー
ディネート事業

高等教育機関と地域のニー
ズ仲介等

109,163

成果目標
（成果指標）

・高等教育機関と地域のニーズの仲介
・地域の若者が地域課題等について意見を交わす場の開催

事

業

費

等

事業を構成する細事業名等 実施内容 計画（実績）額

事

業

の

概

要

等

目 的
（目指す姿）

高等教育機関が集積している長野地域の特性を生かし、高等教育機関と連携した地域づくりを
進めるため、長野地域振興局管内に立地する高等教育機関と地域のお互いのニーズの仲介等
を図り、地域活性化につなげる。

現 状 と
課 題

長野地域は高等教育機関が集積していることが強みであり、特に平成３０年４月には長野県立
大学の開学やソーシャル・イノベーション創出センター（ＣＳＩ）の開所もあり、高等教育機関を活
用する機運が地域において高まっている。

内 容

( 変 更 後
の 内 容 )

ＣＳＩと地域をつなぐ地域コーディネーターを活用し、県立大学のみならず長野地域の他の高等
教育機関と地域のニーズの仲介等を行う。
《例》地域の事業者や市町村等が大学と連携したいテーマがある場合の仲介
　　　地域の事業者や市町村等が学生の参加を求めたい場合の仲介
　　　大学側がゼミや研究テーマの場を地域に求めたい場合の場探しのお手伝い
　　　若手事業者や学生等の地域の若者が地域課題等について意見を交わす場の設営

事業期間 令和元年７月 令和２年３月

実 施 機 関 　企画振興課 担
当
課

長野地域振興局　企画振興課

事 業 名 　高等教育機関と連携した地域づくり推進事業
026-234-9501

nagachi-kikaku@pref.nagano.lg.jp

地域振興推進費事業計画・自己評価書　
提 出 区 分 令和元年（2019年）３月26日
整 理 番 号 課題区分 　長野地域振興局

期待以上

期待どおり

やや下回る

期待以下


